
こどもが描く図書館づくり支援事業 取組状況 

丹波市立小川小学校 

 

１ めざす図書館 

 ・本校の学校図書館は、児童が多様な本と出会い、読書の楽しさを知り、新たな発見をしたり、読書を通して友達 

との関わりが深まったりするような場をめざしています。 

 

・児童が、興味に合わせて本を選んだり、お気に入りの場所でリラックスして読書をしたり、調べ学習で活用した 

り、友達と対話したり、一人で静かに過ごしたりするような場を設定し図書室の活用が増えるようにしています。 

 

 

２ 年間計画 
４月 ・教職員、保護者、学校運営協議会、児童代表でプロジェクトチームを構成する。 

５月 ・全校アンケートやヒアリングを実施し、児童の「願い」を集約する。 

６月 ・児童代表を交えた会議でリニューアル案を決定する。 

・児童たちがカタログ等から購入する備品や本などを選ぶ。 

７月 ・地域ボランティアの選出を行う。 

・地域、学校、保護者の 3者によるプロジェクト会議を行い運営方法やイベントなど検討する。 

８月 ・地域ボランティアによる蔵書管理システム導入作業を進める。 

９月 ・児童が図書室の備品の配置やデザインを考案する。 

10 月 ・リニューアル作業 

11 月 ・リニューアル作業 

12 月 ・リニューアル作業 

１月 ・図書室開放に向けて、新しいルールづくりを行う。 

２月 ・オープンスクール時にオープニングイベントを実施。 

３月 ・活動を振り返り、成果を報告する。 

 

３ 取組状況 
 

4 月 児童啓発 アンケート 

  ・学校朝会で全校児童にどのような取組をするのかを啓発しました。 



  ・啓発後、全校児童にアンケートを実施しました。 

 

啓発資料 及び 啓発時の様子 

    学校朝会でどんな取組をするのか、他の学校はどんなことをしているのか、みんなに考えてほしいことなどを

紹介しました。啓発後、これからリニューアルされることを知り児童のモチベーションが高まりました。どんな図書

室にしていくのか早速想像を膨らませている児童が多くいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果 

 低学年はプリントにどんな図書室にしたいかを絵と文章で表しました。遊び道具や寝ころびスペース、秘密

基地など子どもらしい発想で思い思いの図書室を考えることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高学年はタブレットでアンケートを行いました。①どんな場所にしたいか②どんな本を置きたいか③どんなイ

ベントをしたいか の３つの項目で考えました。アンケート実施後、結果をランキングで児童に紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秘密基地、個室・
一人部屋、 
二階建て映画館風 



 

 

５月 児童による図書室のアイディアの出し合い 
  ・全校生のアンケート結果を元に、２年と 6年で「図書室のレイアウト」、「入れてほしい本」、「図

書室でやってみたいイベント」を考えました。低学年の意見を高学年が聞いて、タブレットでまとめ

ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７月 第１回プロジェクト会議 
   プロジェクトチームのメンバーに呼び掛けて、第 1回プロジェクト会議を開催しました。当日は、

保護者、学校運営協議会、図書館サポーターの方々に参加していていただきました。そこに 6年

児童と教師が加わり総勢２４名で行いました。ブック委員会によるアンケート結果の報告と図書室

がどのようにリニューアルされるかを紹介したあと、グループに分かれて、地域と一緒にできること

を話し合いました。児童の思いや地域の方からのアイディアなど多くの意見を交流することができ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


